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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期
第１四半期
連結累計期間

第75期

会計期間

自2019年
１月１日
至2019年
３月31日

自2018年
１月１日
至2018年
12月31日

売上高 （千円） 8,416,740 36,096,469

経常利益又は経常損失（△） （千円） △140,786 648,034

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △165,354 220,160

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △159,256 255,952

純資産額 （千円） 4,348,916 4,550,369

総資産額 （千円） 14,813,307 14,686,720

１株当たり四半期純損失（△）又

は１株当たり当期純利益
（円） △23.51 31.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 29.4 31.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は、前第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期連結累計期間

及び前第１四半期連結会計期間の主要な経営指標等については記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に基調としては緩やかな回復が

続いているものの、通商問題や中国経済の先行きなど海外の政治・経済動向の不確実性や金融資本市場の変動な

ど、依然として先行き不透明な状態が継続し楽観視はできない状況で推移いたしました。

外食業界におきましても、個人の消費マインドは緩やかな回復傾向にあるものの、依然として根強い消費者の節

約志向の中、人手不足を背景にした人件費の上昇、原材料価格・エネルギー価格の高止まりなど、引き続き厳しい

経営環境が続いております。

このような状況の下、当社グループは「お客様の感動満足」を起点とした更なるグループの成長の実現に向け、

高付加価値業態の開発・展開、既存業態についてはリ・ブランディングを着実に進めるなど、当社グループ事業の

強みを活かした収益基盤の強化に取り組むとともに、食に対する安全・安心の追求及びお客様に最高の商品・サー

ビス・環境をご提供できる店づくりを心がけてまいりました。また、従業員一人ひとりが能力を最大限に発揮でき

る環境の整備を進め、人手不足対策と接客・サービス力向上による既存店の強化に努めてまいりました。

店舗展開においては、３月に新名神高速道路・鈴鹿パーキングエリア（三重県鈴鹿市）の商業施設『PIT SUZUKA

（ピットスズカ）』の受託運営を開始したほか、直営のバー・レストランでは、気軽にワインを飲みながらステー

キとフレンチ料理を楽しめるワインビストロ「ラ・ブーシェリー・エ・ヴァン」、豪快に焼き上げる鉄板料理が魅

力の「肉バル ガブル」の２店舗を新規に出店いたしました。そのほか、昨年来進めている業態変更やブランド価

値の向上を目指した店舗改装を積極的に実施する一方で、８店舗を閉店し、当第１四半期連結累計期間末のグルー

プ店舗数は249店舗（業務運営受託店舗７店除く）となりました。

さらに、「倶楽部ダイナック（顧客会員カード）」をリニューアルし、ご来店回数による会員ステージ制やネッ

ト予約ポイント、スマートフォン向けアプリの導入など顧客サービスを充実化し、より一層お客様満足度の向上に

取り組みました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高8,416百万円、損益面につきましては、店舗に

かかる営業補償金の受入もありましたが、営業損失235百万円、経常損失140百万円、親会社株主に帰属する四半期

純損失165百万円となりました。

 

なお、当社グループは前連結会計年度の第３四半期より連結決算に移行いたしました。そのため、前年同期にお

いて四半期連結財務諸表を作成していないことから、上記経営成績の対前年同期との比較を省略しております。

 

（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は14,813百万円となり、前連結会計年度末と比べ126百万円の増加

となりました。その主な増減内容につきましては、以下のとおりです。

流動資産は、前連結会計年度末と比べ312百万円の減少となりました。これは主に売掛金が219百万円減少したこ

とによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ439百万円の増加となりました。これは主に建物が242百万円、工具、器具

及び備品（有形固定資産「その他」）が111百万円それぞれ増加したことによるものです。

負債は、前連結会計年度末と比べ328百万円の増加となりました。これは主に短期借入金が825百万円、賞与引当

金が202百万円それぞれ増加する一方で、買掛金が503百万円、未払法人税等が177百万円それぞれ減少したことに

よるものです。

純資産は、前連結会計年度末と比べ201百万円の減少となりました。これは主に利益剰余金が207百万円減少した

ことによるものです。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より1.6ポイント減少の29.4％となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数(株）
（2019年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2019年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,033,000 7,033,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数100株

計 7,033,000 7,033,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2019年１月１日～

2019年３月31日
－ 7,033,000 － 1,741,625 － 965,175

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2018年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。
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①【発行済株式】

（2019年３月31日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）(注)１ 普通株式　　　 200 － －

完全議決権株式（その他）   (注)２ 普通株式 7,031,600 70,316 －

単元未満株式               (注)３ 普通株式　　 1,200 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 7,033,000 － －

総株主の議決権 － 70,316 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数14個が含まれております。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式54株が含まれております。

 

②【自己株式等】

（2019年３月31日現在）
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ダイナックホール

ディングス

東京都新宿区新宿一

丁目８番１号
200 － 200 0.0

計 － 200 － 200 0.0

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当社は前第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、四半期連結損益計算書及

び四半期連結包括利益計算書に係る比較情報を記載しておりません。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年１月１日から2019

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社ダイナックホールディングス(E03359)

四半期報告書

 7/13



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 696,042 707,948

売掛金 2,328,549 2,108,977

商品 61,428 49,240

原材料及び貯蔵品 222,862 176,204

その他 838,709 793,964

貸倒引当金 △36,000 △37,239

流動資産合計 4,111,592 3,799,095

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,282,854 4,525,608

その他（純額） 774,201 885,754

有形固定資産合計 5,057,056 5,411,363

無形固定資産 191,422 204,228

投資その他の資産   

敷金及び保証金 4,436,607 4,437,891

その他 1,117,644 1,179,725

貸倒引当金 △227,601 △218,997

投資その他の資産合計 5,326,649 5,398,619

固定資産合計 10,575,128 11,014,211

資産合計 14,686,720 14,813,307

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,702,850 2,199,067

短期借入金 1,392,500 2,217,500

1年内返済予定の長期借入金 157,500 142,500

未払法人税等 217,668 40,397

未払費用 2,079,741 2,108,614

賞与引当金 － 202,426

役員賞与引当金 19,800 8,375

その他 1,254,200 1,212,281

流動負債合計 7,824,259 8,131,161

固定負債   

長期借入金 100,000 100,000

退職給付に係る負債 1,400,700 1,397,791

資産除去債務 752,830 776,877

その他 58,559 58,559

固定負債合計 2,312,090 2,333,228

負債合計 10,136,350 10,464,390

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,741,625 1,741,625

資本剰余金 965,175 965,175

利益剰余金 1,873,146 1,665,595

自己株式 △331 △331

株主資本合計 4,579,615 4,372,064

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 10,307 12,511

退職給付に係る調整累計額 △39,552 △35,659

その他の包括利益累計額合計 △29,245 △23,147

純資産合計 4,550,369 4,348,916

負債純資産合計 14,686,720 14,813,307
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年３月31日)

売上高 8,416,740

売上原価 7,637,991

売上総利益 778,748

販売費及び一般管理費 1,013,842

営業損失（△） △235,093

営業外収益  

受取利息 224

受取補償金 94,316

その他 3,553

営業外収益合計 98,094

営業外費用  

支払利息 2,052

その他 1,733

営業外費用合計 3,786

経常損失（△） △140,786

特別利益  

固定資産売却益 300

特別利益 300

特別損失  

固定資産除却損 17,509

店舗等撤退損失 12,142

特別損失合計 29,651

税金等調整前四半期純損失（△） △170,138

法人税、住民税及び事業税 66,043

法人税等調整額 △70,827

法人税等合計 △4,783

四半期純損失（△） △165,354

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △165,354
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年３月31日)

四半期純損失（△） △165,354

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 2,204

退職給付に係る調整額 3,893

その他の包括利益合計 6,098

四半期包括利益 △159,256

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △159,256

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
当第１四半期連結累計期間
（自 2019年１月１日
至 2019年３月31日）

減価償却費 199,137千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年３月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月26日

定時株主総会
普通株式 42,196 6.0 2018年12月31日 2019年３月27日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは店舗及びケータリングなどによる飲食提供を主な事業としており、外食事業以外に事業の種類

がないため、セグメント情報については記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年３月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △23円51銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千

円）
△165,354

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）（千円）
△165,354

普通株式の期中平均株式数（株） 7,032,746

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ダイナックホールディングス(E03359)

四半期報告書

12/13



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 
 

2019年５月10日
 

株式会社ダイナックホールディングス
 

取締役会　御中
 
 
 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　英之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　直樹　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイ

ナックホールディングスの2019年１月１日から2019年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年１

月１日から2019年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年３月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイナックホールディングス及び連結子会社の2019年３月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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